
ADAMS居場所情報提供システムのアップデート

ADAMSの居場所情報提供システムがアップデートされ，より使いやすくなりました．

1．居場所情報記述子のリンク付け
 既存の居場所情報記述子と住所情報がリンク付けされた新しい記述子を作成することができるように
なりました．リンク付けされた居場所情報記述子はリンク元の住所情報が変更されると，変更内容が
自動的に反映されます．

 1-1 新規居場所情報記述子作成画面における住所のリンク付け
  新規居場所情報記述子作成画面の“Use address of location”の中から，住所をリンクさせたい居場所情

報記述子のラベル名を選択すると，選択した記述子の内容が住所欄へ反映されます．

 1-2 既存の居場所情報記述子からリンク付け居場所情報記述子を作成
  既存の居場所情報記述子を一つ開き，“Linked location”項目内の【add linked location】ボタンをク

リックすると，リンク付けを行なう新規居場所情報記述子のラベル名，カテゴリ欄が現れます．

コピー元の住所が
反映されます

❷ コピーする記述子のラベル名を
　記入し，カテゴリを選択する

❶ “add linked location”
をクリック



 1-3 リンク付けされた居場所情報記述子の確認
  住所情報が他の居場所情報記述子とリンク付けされている居場所情報記述子は，コントロールパネル上

でラベル名の前に　　マークがつき，「＋」をクリックすると，リンク元の居場所情報記述子ラベル名
が確認できます．

 
 1-4 リンク付けの解除
  住所情報がリンク付けされている居場所情報記述子のリンク付けを解除する際には， “Use address of 

location”の中から“……………”を選択してください．

2．複数エントリの一括更新
 カレンダーに挿入されている居場所情報記述子を，一括で更新することができるようになりました．

コピー，リンク付けされた記述子
には　　マークがつきます

❶ “…………”を選択

❷ 住所内容が編集できるようになる

❶ カレンダー右下の
　“update multiple entries“
　ボタンをクリック

❸ 内容を変更したい記述子に
　 チェックを入れる

❹ 更新する項目を修正する

❷ 検索したい項目欄を
　　選択，記入し検索する



3．終日設定
 居場所情報記述子をカレンダーへ挿入する際，全てのカテゴリが終日設定可能となりました．

4．カレンダーへ挿入する記述子の内容確認
 カレンダー上から居場所情報記述子を挿入する際，選択した居場所情報記述子の内容を別ウィンドウ
で確認できるようになりました．

5．四半期中の同一ラベル名の設定不可
 同一四半期の中で，同じ名前の居場所情報記述子を作ることができなくなりました．

❶ 全てのカテゴリで
　　終日設定が選択が可能

❷ 終日設定の記述子は
　 カテゴリの色の帯が
　 カレンダーに表示されます

既に使用されているラベル名を記
入するとエラーが表示される

❶ 内容を確認したい記述子の
ラベル名を選択し，

【表示】ボタンをクリック ❷ 別ウィンドウで
　記述子の内容が
表示される


